
地方公務員給与と民間給与との比較方法
人事院による国家公務員給与と民間給与の比較（官民比較）と同様、各地方公共団体の人事委員会は、

役職段階 学歴 年齢階層別の地方公務員の平均給与と条件を同じくする民間の平均給与のそれぞれに役職段階、学歴、年齢階層別の地方公務員の平均給与と条件を同じくする民間の平均給与のそれぞれに
当該地方公共団体の職員数を乗じ、両者の水準を比較している。（ラスパイレス方式）
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各役職段階ごとに、「１級（係
員）」と同様、学歴別、年齢
階層別に民間給与及びＡ県
職員給与を算定

Ａ県の民間給与総額
÷Ａ県職員総数＝（Ｘ）
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